
カブ隊で組対抗旗あげゲーム・・・ 

 『ジャンケン』で勝たないと 

  必要アイテムが手に入らない 

 『リーダージャンケン強すぎ！』と言われながら 

 勝ち続けました・・・。 

 スカウトの気合い！！！ジャンケンで勝ちたい！ 

  あれ？ 組対抗旗あげゲームだったよね♪ 

  このゲーム結構・・ある意味すごい！です・・ 

   そのすごさは・・・中面を見てください！ 

写真募集中！！写真募集中！！写真募集中！！写真の応募等は６ページを見てください。 
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日米スカウトフォーラム参加スカウトの感想 

 ……あっという間の三日間でし

た。初日にアメリカ隊の乗った飛

行機が三時間も遅れてしまい大幅

にスケジュールが後ろへずれまし

たが、大きなことといったらその

くらいでそれ以降は予定通りに進

んでいきました。まあ空いてしま

った3時間も日本スカウトだけのプ

ログラムを行ったりしたのでそれ

はそれで良かったのですが。 

 スカウトフォーラムの本筋の感

想としては、アメリカ・日本両者

■初体験!! 

 今回の日韓フォーラムで韓国の方と

初めてお話させていただきました。 

 さてフォーラムですが、初参加なの

で通訳さんにお手伝い頂ける（前回は

わかりませんが）と言うことでとても

心強かったです。しかし他人を介して

の会話というのは思いの外伝わりにく

く苦労しました。そして時間を過ぎな

がらも話しがなんとかまとまり自分達

なりに答えをだせてよかったです。最

後にはみんなで写真を撮ったりとても

楽しく過ごしました。 

 今回私は多くのコトを学び多くの友

が出来ました。これらのことを原隊に

持ち帰りこれからの活動の糧に出来た

らと思います。本当に参加できてよか

ったです。最後になりますがこの活動

に参加するに当たり協力、そして支援

してくださった皆様、この場をお借り

して感謝の言葉にかえさせていただき

たいと思います。ありがとうございま

した。 

             栃木１団 小舘 佳昇                          

■日韓フォーラムは、今までスカウト

経験でやったこと無いことで、とても

貴重な機会だと考えてフォーラムに参

加したました。 

 しかし、フォーラムの前の会議で参

加者を決めるそのときまで自分自身、

不安とちょっとした恐怖があり、楽し

そうに期待している仲間とはうらはら

に、当日までただただ自分には不安感

と緊張感しかなかったです。が、当

日、会場に到着し、受付を済ませテー

ブルにつき、全ての日本のスカウトが

そろい、韓国のスカウトを迎え、

フォーラムが開始。お互いの自己紹介

やアイスブレイク・・・この時初め

て、緊張と不安が希望へ。 韓国のス

カウトはとても友好的で積極的で、話

しやすかったです。 コミュニケー

ションは英語で統一され僕自身はあま

り英語はできませんが自分が話せる範

囲で努力しました。 

 このフォーラムにおいて最も要であ

るこの会議では、「私達スカウトにお

いて、互いに良き理解、明るい社会を

目指すようであるなら日頃のちかいと

おきての実践である」という事にな

り、その結果に多くのスタッフ、隊長

方が驚き、「今まで数多くの国際

フォーラムをおこなって来たわけだ

が、結果的に君達のようにフォーラム

でちかいとおきてについて触れたスカ

ウトはいなかった。今回のフォーラム

ではとても良い結果を得られた」と喜

日韓スカウトフォーラム参加スカウトの感想 

のスカウトともに

積極的に発言して

いて圧倒されてし

まいました。二日

目は話し合いが一

日の大半を占めていたのですが、全体・グループ別

すべてのディーベートにおいて意見を発表する人々

が絶えず、私の班では昼食を摂るのを忘れてしまい

そうな熱中ぶりでした。 

 このような熱い討論に感化されたのか「積極的に

参加する」ということにかなり抵抗感を持っている

自分でも今回のスカウトフォーラムでは発言するど

ころか書記を務めたり発表の係りに名乗り出たりも

しました。これには自分でも驚きです。 

  今回のスカウトフォーラムで英語への課題は増え

ましたが、積極性への磨きがかかったのを実感しま

した。                宇都宮１５団  本間 和 
          
 

んでいました。 そのことを聞いて本

当に嬉しかったです。 

 いろんな人々との交流、出会いもあ

り、今では韓国のスカウトにe-mailを

したり、県外にもフォーラムの日々を

共にした新しい仲間ができました。 

このフォーラムに参加できたことは本

当に良かったです。  

      栃木１団 野澤 克之 

■日韓フォーラムでは、いろいろな意

見に対して、自分の意見をしっかり述

べ、県外や韓国スカウトとの交流が持

つことができました、 

 今回のテーマの よりよき理解・明

るい世界に

ついて深く

考えること

ができるよ

い機会とに

なりまし

た。 

 今回、多

くの経験が

できた事に

ついて後輩

に伝えてい

きたいと考

えていま

す。 

       

栃木１団 重原 龍汰郎 
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上 級 救 命 講 習 会 

平成１９年度救急法講習会  

３月９日（日）、真岡消防署のご協力により、真

岡市の大内農業構造改善センターにて３１名の参加

者によって上級救命講習を行いました。 

応急手当の方法は５年毎に見直されており、今回

の講習会も２００５年版の世界基準に沿った現時点

での最良の応急手当（救命手当）の方法となってい

ます。「心肺蘇生」「ＡＥＤを用いた除細動」「気

道異物除去」の３つの救命処置の実習に多くの時間

をかけ、最終的には救命手当が一人でできるように

なったことを筆記試験と実技試験によって署員の方

に確認してもらい、８時間の講習を全員合格するこ

とができ、有意義な一日となりました。 

  １１９番通報から救急車が到着するまでには平均

６～７分かかります。「そなえよつねに」の心構えで

応急手当の方法を習得し、いざというときには自信

とほんの少しの勇気を持って応急手当を施し、「かけがえ

のない命」を救うことはちかいのひとつである「いつも

他の人々をたすけます」の実践でもあります。 

  ベンチャー年代だけでなく指導者の方も、機会あるご

とに救急法の講習会に参加され、救命手当の技術習得と

技量の維持に取り組まれてはいかがでしょうか。  

 東部地区 プログラム委員長 中村 哲也 

■今回の上級救命講習会を通して、救命処置は人を救う大切なものだと改めて感じました。 

身近なことで気をつけていれば防げる事故、防げなかった時の救急法、この二つを学ぶことに

よって、人を救う術を身につけることが出来ました。 

 これから生きていくうえで誰かが目の前で倒れた時、私は迷わずその人に駆け寄り、救急法

を行うことが出来ると思います。迅速な行動によって人の命が救えるのであれば恥ずかしさな

ど捨てて助けたいと思います。 

           宇都宮15団 和氣 留美子 

■上級救命講習を受講して 

 なかなか人の命を救える自信は湧いてきませんが、あらためて救命にあたる

方々の勇気と日々の努力をおもいしらされました。 

 この講習で、立ち会わせた人の行為が傷病者の命に大き

く関わることを教わりました。 

  だから自分は、また講習を受け確かな自信と知識を身に

付け万が一に備えたいです。 

那須７団 束原 寛明 

■私は今までに救命訓練等の講習に参加したことがありませ

んでしたので、とても良い勉強になりました。 

話を聞いていると、傷病者を発見した時にいかに早く的確に

行動をおこせるかの重要性がよく分かりました。 

 知識の建前だけでなくいつでもどこでも救命動作を行える

ような心構えを持つようにしておきたいと思います 

塩谷８団 長嶋 宏和 

《広告》 
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北部地区ビーバー・カブまつり 

東部地区ラウンドテーブル 

 ２月９日（土）豊郷地区市民センターにおいて、東部地

区の部門合同ラウンドテーブルを開催いたしました。 

  雪のため開催が危ぶまれましたが、地区内５つの団から

９名の参加をいただき有意義な時間を過ごせました。 

  各団、各隊の特徴や自慢できるプログラムを紹介しても

らい、今後のラウンドテーブルで取り上げていきたい内容

等を話し合いました。 

 「各部門の一貫性を重視し、部門ごとにどこまで活動範

囲を広げて良いのか」「班制度の重要性を再確認し、班長が

積極的に活動できるようにするためにはどうしたら良いの

か」「プログラムを作成展開していく上で、子供の興味を知

る事の重要性」等々話は尽きませんでした。 

北部地区ビーバー・カブまつり、大成功！ 

  2月の第3日曜日に毎年恒例の北部地区ビーバー・カブ祭りを

開催いたしました。 

 今回は特に塩谷第8団のリーダーの綿密な計画と準備の元、当

地区初の試みとしてビーバー・カブのスカウトをすべて原隊か

らはずして混成の組編成を行い、各種ゲームにチャレンジしま

した。 

  組を作る時にはいかにボーイスカウトと言えども、ビーバー

スカウトが一人で全く知らない仲間についていけるか、とても

不安でしたがいざ始めてみると、カブの中に組長志願者が現れ

大人が言わなくてもビーバーの面倒をみると共に、ビーバーも泣く子がいるかと思えばしっかりみんなについていこ

うとする姿が見られ、とてもたくましく思えました。改めて子供の潜在能力の高さを感じ、リーダーも充実した一日

となりました。以下は保護者の感想です。 

   

●子供達は7つのチームに別れ、別の隊の子供達と友達になり、力を合わせ

ドラゴンボールをゲットするゲームに、自然の中を走り回り楽しんでいるの

がとても印象的でした。家に帰って来てもとっても楽しかったようで「また

缶つりとお菓子とりのゲームをしたいね。」と言っています。もちろんメダ

ルが取れたことが大きいようですが。またこういう活動を沢山して欲しいと

思います。 

●このところ寒さに家にこもりがちで、久しぶりの雪でさえも外に出て遊び

ませんでした。先日は雪も吹きかける寒さの中、子供達は予想以上に喜んで

いて、風邪をひくこともなく改めて過保護なことに気付かされました。そし

て初めて会ったのに班長として一生懸命、私の娘に話しかけてくれていた男の子に感心し、うちの子も段々こんな風

にしっかりしてくるのかな、と期待しました。 

●グループのリーダーをしていたカブの子は行動力があったので、わが子も同様にリーダーシップを取れるように

なって欲しいと思いました。野外ゲームはすべて楽しかったです。大変満足した一日でした。   

 次回のラウンドテーブルには多くの方々に参加

していただき、スカウト活動を盛り立てていくた

めのにはどうしたら良いか、どうしたいか、忌憚

のない意見をお待ちしています。 

                         

東部地区コミッショナー   杉本 万里子 

東 部 地 区 指 導 者 講 習 会 

  ２月２４日（日）真岡市大内農業構造改善センターにて、

東部地区今年度２回目の指導者講習会が行われました。 

  相馬啓二主任講師はじめ、地区内のトレーニングチーム員

および奉仕のスタッフのもと、１１名の参加者が熱心に受講

されました。 今後、各団においてますます活躍されること

を期待します。 



              

西部地区スカウトスクール 

 ３月１６日（日）に日光市だいやがわ公園キャンプ場で

スカウトスクールが参加者約４０名で開催されました。 

 前日のポカポカ陽気

とはうって変わって肌

寒い日でしたが、スカ

ウトは元気に上今市駅

前に集合して、地図を

頼りに「いさ！出発」

キャンプ場に集合した

後に開会セレモニー 

地区委員長・プログラ

ム委員長のお話を聞き

「たちかまど」 作り

の開始です。今回のスクールでは、地区で用意した竹を

使って作成しま

した。素晴らし

く上手に出来た

班などいろいろ

なかまどが出来

上がりました。       

竹を結ぶ難しさ

等を痛感したと思います。地区内各隊のリーダーのご

指導に関心しました！！ 

  昼食後には女性リーダーの作った「すいとん」をご

馳走になりタイムゲーム等を楽しみ解散しました。 

 各隊リーダーさんお疲れ様でした。 

西部地区コミッショナー 疋田 利秀 

西 部 地 区 カ ブ ・ ビ ー バ ー パ ー テ ィ 

 ３月２３日（日）に日光市南原小学校体育館で西部地区

今年度最後の行事「カブ・ビーバーパーティ」が開催され

ました。 

  いつもながら元気いっぱいのスカウト達？ 昨年会った

スカウトの成長に『ちょっとウルウル・・・』開会セレモ

ニー後に各組に分かれて新聞紙を使ってファション

ショー！ カントリー大作戦ならぬお菓子とり大作戦！ 

なかなな釣り竿にひっかからず四苦八苦！ 

 お昼をはさみプロペラ飛行機作りをして飛距離の競争

をしました。 

  最後にファションショーや飛距離の競争の表彰式をし

ました。 

  各隊リーダーさん 

     ・・・お疲れ様でした。  

東 部 地 区 わ ん ぱ く ラ ン ド 

 ３月１６日（日）に宇都宮市今泉中

央公園で、東部地区「わんぱくラン

ド」が開催されました。 

  公園周辺の小学校３校始め、市教育

委員会の協力で市内各学校にチラシを

配付し、当日は約１７０名の一般の子

どもが集まり、各団持ち寄りの日頃集

会などで行っているゲームを８

箇所周り、最後にくじ引きで賞

品を当てるという内容で、楽し

く遊んでいました。 

    東部地区 組織委員長 

高嶌 孝夫 
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定型外訓練「ビーバー・カブ向けゲーム研修会」 

【応募について】 

 ・応募されました写真の著作権は栃木県連に帰属し「男体」や「県連ホームページ」  

  に写真を随時掲載します。 

 ・応募されました写真のご返却はありませんので、焼き増し等をお願いします。 

 ・応募写真の個人情報（顔等名札等）については、応募時に了承の確認を必ず 

  とってください。 

【応募方法】 

 ・郵便にて・・・県連事務局「なんたい写真館」宛にお送りください。 

 ・メールにて・・nantai@scout-tochigi.jpへ画像添付にてお送りください。 

 ※写真に対する題名やコメントも必ずお送りください。 

■カブ隊リーダー様へ   

カブスカウトのチャレンジ

章の写真博士の習得として

もご活用ください。 

■ボーイ隊リーダー様へ  

スカウト技能ハイキングの

Ｃ４項目としてもご活用く

ださい。 

  １月２７日 日光市に於いてビーバー・カブ向けゲーム
研修会が開催されました。当日は日本連盟副リーダート
レーナーである白澤嘉宏氏を講師に迎え、各地から熱心な
指導者２０名が参加しました。 
  参加指導者は県カブラリーや研修会などでお会いした事
がある面々でしたが、お話しをした事がない方ばかりでし
たので「ドキドキ」しながら始まりました。（アクション
ソングでアイスブレイク）で始まり定番の「やーお屋のお
店に並んだ～♭♪」をやり終わる頃には参加者全員が一体
となり 笑顔  笑顔。「あ～ これなんだ！！」と実感しま
した。 
  その後、組分けし組での活動で、与えられたゲームの準
備 実践へと。スカウト年令（ビーバー・カブ）に合わ
せ、工夫 アレンジしての楽しいゲームで どのゲームも全
員が童心に返って楽しみました。 
  楽しいゲームを提供することがスカウト自身の精神的 
肉体的  道徳的にも成長していく大切な役割であることを
改めて知ることが出来ました。この先 自隊でゲームをど
の様に取り込んでいけば良いか 大きな課題ではあります
が、集会に参加したスカウト達が多くを吸収し、何らかの
収穫があれば喜ばしいことです。その為にも私達指導者も
研修会などに参加してスキルアップしていかなければなら
ないと思いました。 
  参加した指導者は皆、子供（スカウト）が好きで、スカ

ウティングが好きな方ばかり。そんな仲間との貴重な
１日でした。最後に お忙しいなか指導してくださった
白澤氏、そして地元スタッフの皆様に、心から感謝い
たします。      今市第２団 カブ隊副長 木村あけみ 

なんたい写真館より・・・「楽しい写真！」や「これは！という写真」大募集中！！ 

栃木県連機関紙「男体」や「県連ホームページ」に写真を掲載しませんか？ 只今、写真を大募集しています♪ 

旗立て・・・ 

 ゲームは 

  先に立った組の勝ち！ でした。 
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ゲームの開始です・・・ 

 ５組約３０名のスカウトがアイテムを 

  手に入れるために走る・・・ 

   そのあと『ジャンケン！！』 

    表紙の写真です 

組長・・・ 

 うさぎスカウトは・・・ 

  これ持っていてね！ 

 次長と一緒に考えながら・・・ 

 頑張っています・・・ 

  役割分担！！ 

お！！ カブはすごい！！！ 

 立てる競争でした・・・ 

 止め結び～！！ 

 自在結びをした組もありまし 

 たが・・・ 

 こういう縛りもあるのか！ 

  でした♪♪ 



広告掲載募集中 男体に掲載の広告を募集しています。詳細は、県連事務局までお問合せ下さい。 
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ベンチャースカウト大会 in万福寺 

  ３月２８日（金）～３０日（日）の２泊３日、佐野市安蘇第２団野営

地にて県ベンチャースカウト大会が開催されました。 

  県内各団のＶＳ隊の現状を鑑みるに、少数スカウトでの単独活

動が多くを占めるのではないだろうか。そんなスカウトに、団・地

区の枠を超え、県内の多くの仲間達との交流の場を提供し多くの

仲間達と切磋琢磨することにより、普段の活動では得られない多

数のスカウトによるベンチャースカウト活動の面白さの体験、自ら

進歩へ挑戦する場の提供を目的 として、大会テーマ 「Ｉｆ Ｗｅ 

Ｈｏｌｄ Ｏｎ Ｔｏｇｅｔｈｅｒ」 のもと、１７名の参加で行われました。 

県プログラム委員長  売野 勝己 

  ロープワークに拠るハンモック作りや21ＷＳＪの発表・ベン

チャープロジェンクト何でもトークとして情報交換会を行いました。  
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ホームページもぜひ見てください。 

http://www.scout-tochigi.jp 

「男体」は地球環境にやさしい大

豆を原料としたインク（ＳＯＹ 

ＩＮＫ）を使用しています。 

【平成２０年】  

  １月    5日（土） 

         ～６日（日） 
新春のつどい  （高根沢町） 

  １月    6日（日） 理事会  （高根沢町） 

  １月  １2日（日） スカウティング活性化委員会 

  １月  １4日（月/祝） コミッショナー会議 

  １月  ２７日（日） 
リーダーセミナー 

   （ﾋﾞｰﾊﾞｰ・カブ向けゲーム ・日光市）  

  ２月    ２日（土） 運営委員長会議 

  ２月  １６日（土） 名誉会議 （日連表彰関係） 

  ２月  ２４日（日） 東部地区指導者講習会 （真岡市） 

  ３月    １日（土） 理事会  

  ３月    ９日（日） 救急法講習会 （真岡市）  

  ３月  １５日（土） ＴＴ研究集会 （佐野市） 

  ３月  ２３日（日） 平成２０年度登録審査会 （県連） 

  ３月  ２９日（土） 名誉会議 （県連表彰・年功章） 

  ３月   ２８日（金） 

         ～３0日（日） 
県ベンチャー大会  （佐野市） 

  ４月    ５日（土） 臨時理事会  

  ４月   １９日（土） 

         ～２０日（日） 
ＣＣＣ植樹活動  （那須烏山市） 

  

今後の予定  

  

  ５月    ３日（土） 

         ～６日（火） 

ＷＢ研修所ＣＳ課程栃木第２６期 

（真岡市） 

  ５月   １８日（日） 理事会   （足利市） 

  ５月   １８日（日） 栃木県連盟年次総会   （足利市） 

  ６月    １日（日） リーダーセミナー（環境・日光市） 

  ６月    ７日（土） 

        
運営委員長会議 

  ６月    ７日（土） 

         ～８日（日） 
県民の日イベント   （壬生町） 

  ６月  ２２ 日（日） ボーイスカウト講習会  （南部地区） 

  ７月     ５日（日） 理事会 

  ７月   １２日（土） 関東ブロック会議 

  

  

作：をかもと 

日本ボーイスカウト栃木県連盟 機関紙 

 

320-0043 

栃木県宇都宮市桜四丁目２番２号 

電話  028（621）9800 

Fax  028（621）9800 

Email  bstochig@m14.alpha-net.ne.jp 

          info@scout-tochigi.jp 

事務局の動き 


